
②

工
芸
科
の
実
技
兼
修
制
度

新
規
則
は
工
芸
教
育
に
少
な
か
ら
ぬ
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
即
ち
、

條
工
藝
科
生
徒
ハ
志
望
ニ
ョ
リ
其
ノ
所
屈
部
ノ
宜
技
以
外
二
工
藝
科
他
部
ノ

買
技
ヲ
一
學
年
一
學
科
目
二
限
リ
兼
修
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
新
規
定
の
実

施
で
あ
る
。
昭
和
八
年
四
月
十
一
日
に
左
記
の
決
定
が
あ
っ
た
。

工
藝
科
宜
技
兼
修
許
可
ノ
件

工
藝
科
生
徒
ニ
シ
テ
他
部
ノ
宜
技
兼
修
ヲ
願
出
タ
ル
者
二
就
キ
エ
藝
科
赦
官

参
集
ノ
上
詮
談
ノ
上
前
學
年
末
ノ
質
技
貼
敷
八
十
黙
以
上
ノ
モ
ノ
、
ミ
ヲ
許

「
第
十

学
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
は
校
長
の
自
宅
ま
で
訪
問
し
て
咬
願
し
私
ど

も
も
い
ろ
い
ろ
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
彼
の
延
命
工
作
に
つ
と
め
た
の
で
あ

る
。学

校
側
は
威
信
に
か
け
て
も
譲
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
時
彼
は
「
退
学
に
な

っ
た
か
ら
と
て
学
校
に
来
る
の
は
止
め
な
い
、
ず
っ
と
同
窓
の
卒
業
ま
で
来

統
け
て
み
せ
る
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
学
校
当
局
に
ま
で
宜
言
し
て
お
い
て
相
変

ら
ず
私
ど
も
の
教
室
に
通
い
続
け
た
。
実
力
が
物
言
う
世
界
だ
け
に
卒
業
証

占
な
ど
紙
き
れ
に
等
し
い
。
安
い
国
家
の
費
用
で
勉
強
出
来
る
な
ら
月
謝
も

払
わ
な
い
で
す
む
し
か
え
っ
て
安
上
り
だ
と
云
う
。
学
校
で
も
困
っ
て
い
た

様
子
で
門
衛
の
と
こ
ろ
で
毎
日
チ

ェ
ッ
ク
出
来
る
も
の
で
も
な
し
、
外
に
登

校
を
停
止
さ
せ
る
適
当
な
手
段
も
な
く
、
私
ど
も
も
彼
を
か
ば
っ
て
見
廻
り

の
者
が
来
れ
ば
、
か
く
ま
っ
て
み
た
り
し
て
ず
っ
と
卒
業
ま
で
通
学
の
便
宜

を
は
か
っ
て
や
っ
た
。（『萬

年
草
』
富
田
恒
雄
著
。
昭
和
四
十
八
年
、
富
田
害
店
）

同

飯

田

正

美

鍛
金
質
技
兼
修
者

彫
金
部
三
年

漆
工
宜
技
兼
修
者

彫
金
部
二
年

松

尾

忠

次

赤

松

義

弘

同

lJ ヽ

漆
工
部
二
年

笠

島木

同

寺

井

理敦
吉 次
郎 郎 次

直

彫
金
宜
技
兼
修
者

漆

工

部

三

年

金

田

諒

闘
案
科
宜
技
兼
修
者

彫
金
部
二
年

漆
工
部
二
年

平

野

洞

吉

島

掲
示
案

本
校
規
則
第
十
條
ニ
ョ
リ
左
記
ノ
者
二
宜
技
兼
修
ヲ
許
可
ス

年

月

日

本

校

右
兼
修
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ク
ル
者
ハ
明
十
二
日
（
金
）
午
前
十
時
兼
修
ス
ル
部

ノ
数
官
室
へ
出
頭
、
ソ
指
示
ヲ
受
ク
ペ
シ

工
藝
科
宜
技
兼
修
許
可
氏
名

許
可
氏
名
別
紙
ノ
通
リ

也

記

崎

正

二

郎

〔
マ
マ

〕

可
ス
ル
コ
ト
ニ
協
議
致
候
二
付
左
記
ノ
者
二
兼
修
ヲ
許
可
致
度
伺
候
間
裁
候
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同

芳

武

茂

介

鍛
金
部
一
＿
一
年

兼
修
で
き
る
の
は
二
、
三
年
生
の
み
で
、
こ
の
と
き
、
実
技
点
数
が
八
十
点

以
下
だ
っ
た
た
め
不
許
可
と
な
っ
た
者
が
八
名
あ
っ
た
。

「
郡
昭
和
八
竺
耀
工
芸

科
実
技
兼
修
二
関
ス
ル
苫
類
、
版
画
兼
修
、
セ
メ
ソ
ト
美
術
兼
修
二
閃
ス
ル
因

類
嗜
」
に
よ
れ
ば
、

翌
九
年
は
十
三
名
、
十
年
は
十
五
名
、
十

一
年
は
十
三

名
と
兼
修
者
が
多
か
っ
た
が
、
十
二
年
は
八
名
、
十
三
年
と
十
四
年
が
各
四

名
、
十
五
年
が
五
名
、
十
六
年
が
一二名
と
減
っ
て
い
る
。

③

特
待
生
制
度
廃
止

各
年
度
ご
と
に
成
紹
優
等
者
を
選
ん
で

一
年
間
授
業
料
を
免
除
す
る
特
待
生

制
度
は
明
治
二
十
六
年
以
降
毎
年
（
同
一――十
二
年
以
外
）
実
施
さ
れ
、
明
治
か

ら
大
正
中
期
ま
で
は
毎
年
大
体
二
十
名
以
内
、
大
正
中
期
以
降
は
毎
年
二
、

三

十
名
が
選
ば
れ
て
右
の
特
典
を
与
え
ら
れ
た
が
、
和
田
校
長
の
改
革
に
よ
り
こ

の
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。

④

水
谷
鉄
也
の
退
官

昭
和
八
年
三
月
――-
+
―
日
、
彫
刻
科
教
授
水
谷
鉄
也
が
退
官
し
た
。
水
谷
に

つ
い
て
は
本
書
第
二
巻
475
頁
に
お
い
て
「
水
谷
鉄
也
の
留
学
」
と
し
て
触
れ
て

お
い
た
が
、
留
学
よ
り
帰
国
後
の
略
歴
を
記
せ
ば
、
大
正
七
年
四
月
教
授
に
昇

格
し
た
彼
は
彫
刻
科
実
習
授
業
を
指
禅
す
る
傍
ら
本
校
の
依
嘱
製
作
（
銅
像
）

を
担
当
し
、
同
十
年
ま
で
は
図
画
師
範
科
の
手
エ
（
塑
造
、
木
彫
）
授
業
を
兼

担
、
同
年
か
ら
彫
刻
科
実
習
担
任
を
免
ぜ
ら
れ
、
工
芸
部
お
よ
び
図
画
師
範
科

高

田

， 
/‘ 
蔵

華
々

し
く
活
躍
し
た
の
と
は

異
な
り
、
非
常
に
地
味
な
制

作
活
動
を
続
け
た
。
そ
の
一
生
涯
に
多
く
の
銅
像
、
建
築
装
飾
、
木
彫
、
花
瓶

等
の
制
作
を
手
が
け
て
い
る

（
「
私
ノ
小
歴
卜
作
品
」
水
谷
鉄
也
。
昭
和
十
四
年
頃
作

成
。
水
谷
茂
氏
提
供
）
。

「
焼
土

T
e
r
r
e
C
u
i
t
e」

水
谷
は
朝
倉
文
夫
、
建
畠

大
夢
、
北
村
西
菫
ら
の
先
姐

で
、
文
展
に
幾
度
か
出
品
し

た
が
、
朝
倉
ら
が
官
展
で

彫
刻
の
基
礎
教
育
に
大
変
尽
力
し
た
。

し
、
そ
の
作
品
の
多
く
は
散
侠
し
、
昭
和
十
八
年
六
月
歿
後
旧
宅
が
空
製
で
焼

失
し
た
た
め
、
遣
品
も
少
な
く
、
今
日
、
そ
の
業
鎖
を
辿
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
参
考
の
た
め
に
本
学
所
蔵
の
水
谷
関
係
資
料
を
こ
こ
に
紹
介
し

て
お
く
。

ま
た
、

し

か

日
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
作
品

ス
ペ
イ
ン
の
舞
子
（
大
正
三
年
、
東
京
大
正
博
煎
会
出
品
）
、

婦
人
頭

（同
、
同
）
、

投
網
の
男
（
同
九
年
）
、
海
老
（
同
十
五
年
）
、
女
の
首
、
う

た
た
ね
女
、
ね
む
り
、
裸
婦
胸
像
。

口
文
書

。
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴
書

。
留
学
関
係
文
書
（
「
翡
噌
晶
咋
鱈
詞
亘
二
関
ス
ル
書
類
嗜
」）

文
部
大
臣
宛
申
報
書
〔
控
〕

て
闘
翡
丑
彗
翫
は
13
報
告
書
、

水谷 鉄也（水谷茂氏提供）

の
彫
刻
授
業
担
任
を
つ
と
め

こ
。
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